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項
目
さ
へ
設
け
渋
れ
、
店
命
叩
要
同
酬
〈
口
の
條
に
は
閉
雑
開
係
の
史
料
が
多
数
蒐
録
せ
ら
れ
、
此
が
厭
代
の
壼
収
要
問
題
ざ

唐
代
の
文
献
を
締
く
に
、
閉
雑
禁
鏡
な
る
語
が
多
数
散
見
し
、
又
閉
雑
と
禁
銭
ざ
が
別
個
に
記
載
せ
ら
れ
て
居
る
場
合

、

も
少
く
な
い
。
閉
雑
な
る
語
は
五
代
。
宋
の
文
献
に
も
引
綾
い
て
散
見
し
、
店
・
五
代
各
御
要
に
は
閉
雑
な
る
専
門
の
一

五111=三一

唐
代
の
閉
耀
と
禁
銭

叫
代
の
川
縦
と
無
銭

目
次

序
言

唐
の
赦
文
、
ご
閉
雑
・
禁
嬢

閉
雑
禁
鏡

閉
雑
ご
禁
銭
言
と
の
閥
係

一

序
＝

言

1

日
野

開
五
＝’

ノ上

●

三

耶



な
っ
て
ゐ
に
こ
さ
を
示
し
て
ゐ
る
、
禁
銭
な
る
語
は
五
代
・
宋
に
入
っ
て
は
除
り
別
ひ
ら
れ
な
か
つ
に
ご
見
え
「
筆
若
は

未
だ
此
の
詔
笹
同
時
代
の
文
献
中
よ
り
桧
索
す
る
に
至
っ
て
居
な
い
。
然
し
禁
銭
な
る
語
が
文
献
上
に
求
め
ら
れ
な
い
か

ら
ご
て
直
ち
に
そ
の
事
蛮
も
亦
唐
朝
の
滅
亡
ご
共
に
消
滅
し
去
っ
て
み
に
、
己
断
す
る
こ
さ
は
早
計
琶
云
ふ
可
さ
で
あ
る
。

本
稲
の
目
的
は
店
代
を
中
心
ざ
し
て
閉
雑
。
禁
銭
の
内
容
及
び
そ
の
礎
遜
の
大
様
を
考
察
し
、
五
代
。
宋
代
に
就
い
て
は

府
代
の
研
究
に
直
接
聯
關
を
持
つ
鮎
を
略
述
す
る
に
止
め
る
。

店
代
の
閉
朧
・
禁
鏡
は
殴
凌
聯
結
し
て
史
籍
に
特
れ
、
然
も
聯
普
の
記
事
は
主
ぐ
」
し
て
赦
文
の
中
に
見
州
さ
れ
る
。
即

ち
冊
府
元
雅
確
八
帝
王
部
。
赦
請
。
点
工
一
十
一
年
二
Ⅱ
叩
子
の
催
の
Ⅲ
釦
示
即
位
の
赦
文
巾
に

匙
不
得
撞
有
閉
雑
・
禁
嬢
、
務
令
迩
濟
。

琶
あ
溌
一
里
晶
九
帝
王
部
・
赦
宥
・
元
和
十
五
年
二
川
丁
丑
の
條
の
穆
宗
即
位
の
赦
交
叩
に

荘
二

天
下
流
逝
州
不
得
掘
有
閉
雑
・
禁
鏡
、
務
令
迩
濟
。

ざ
あ
り
、
同
巻
・
長
慶
元
年
正
Ⅱ
辛
丑
の
條
の
改
元
赦
諜
巾
に

汰
三

諾
道
或
肌
雑
・
禁
銭
自
爲
條
約
、
切
江
禁
断
。

ご
あ
り
、
同
巻
、
喪
暦
元
年
川
川
癸
巳
の
條
に

朕
部
位
之
初
己
有
赦
令
。
至
如
批
撤
服
御
止
絶
他
献
、
限
喪
韮
以
息
淫
鎚
禁
奇
朧
以
専
女
工
、
他
樵
禰
雌

娠
一
流
九

肝
代
の
州
跳
と
無
銭

二
唐
の
赦
文
と
閉
雑
・
禁
銭

、
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１
１

先
づ
第
一
は
閉
雑
・
禁
銭
は
幽
民
生
活
に
姦
害
を
爲
し
、
此
を
楽
過
す
る
こ
琶
が
天
子
の
悪
政
の
一
さ
な
っ
て
ゐ
に
亡

云
ふ
こ
さ
で
あ
っ
て
、
此
の
こ
、
と
は
剛
雑
・
禁
銭
禁
止
が
歴
代
赦
令
中
に
常
例
的
に
布
告
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
第
二
は
剛
雑
・
禁
銭
は
道
（
群
鋲
管
腫
）
州
等
の
地
方
政
臓
が
中
央
政
府
の
禁
令
を
犯
し
て
行
っ
て
ゐ
に
芭

云
ふ
こ
さ
で
あ
っ
て
、
此
の
こ
さ
は
禁
令
が
道
・
州
を
對
象
、
こ
し
然
も
反
覆
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
に
依
っ
て
察
せ
ら
れ

る
・
第
三
は
閉
雑
。
禁
嬢
の
弊
害
は
大
罷
祁
税
法
施
行
（
徳
宗
の
建
中
元
年
Ｉ
西
暦
七
八
○
）
前
後
よ
り
逃
し
く
鰯
り
、

以
て
唐
末
に
及
ん
だ
ご
云
ふ
こ
ご
で
、
此
の
こ
さ
は
上
描
の
記
事
が
貞
元
二
十
一
年
（
西
暦
八
○
五
）
に
初
ま
り
、
悲
宗
・

穆
宗
・
敬
宗
を
經
て
文
宗
の
開
成
三
年
（
八
三
６
に
至
る
唐
室
復
興
時
代
の
数
十
年
間
に
展
し
て
ゐ
る
こ
ざ
に
依
っ
て
窺

は
れ
る
。
第
川
は
閉
雑
・
禁
鏡
は
銭
物
の
流
通
を
阻
滞
し
て
ゐ
に
琶
云
ふ
こ
ご
で
、
此
の
こ
こ
は
禁
令
の
目
的
が
「
務
令

さ
あ
恥
咽
川
普
確
証
邦
計
部
・
平
雑
・
太
和
三
年
九
川
の
催
の
詔
に

御
。
況
今
朝
典
大
行
。
遠
近
一
統
。
禁
銭
・
剛
雑
具
在
赦
文
。
云
云
。

を
め
り
、
同
書
惟
壱
帝
王
部
・
秤
災
夕
開
成
三
年
正
川
の
條
に

Ｉ

Ｊ

御
。
閉
雑
・
禁
銭
爲
時
聾
輔
方
將
革
弊
。
尤
籍
通
商
。
御
小

さ
あ
る
等
、
筆
若
の
知
り
得
た
六
個
の
史
料
は
殆
ん
ざ
措
赦
論
ご
開
係
を
有
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
此
の
外
に
も
桧
素
未
到
の

も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
措
き
、
此
の
六
記
事
を
通
じ
て
閉
雑
・
禁
銭
に
就
い
て
知
ら
れ
る
所
は
次

の
荊
鮎
で
あ
る
。

閉
縦
・
禁
銭
。
云
云
。

肝
代
の
剛
銀
と
雄
銭

Ｉ
ｒ

二
／、

○

〆
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迩
濟
」
さ
か
「
尤
籍
通
商
」
ざ
か
の
談
笹
以
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

か
く
閉
雑
・
禁
銭
は
多
く
の
共
通
軸
を
持
ち
、
さ
れ
ば
こ
そ
上
述
の
如
く
聯
普
せ
ら
れ
一
括
し
て
取
扱
は
れ
仁
も
の
ご

〆

思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
等
聯
聿
風
の
記
事
の
み
を
以
て
し
て
は
閉
雑
・
禁
銭
の
内
容
乃
至
そ
の
相
互
關
係
は
充
分

明
か
に
せ
ら
れ
得
な
い
。
そ
こ
で
次
に
閉
雑
。
禁
嬢
各
佃
の
史
料
を
参
酌
し
て
此
等
不
明
の
聯
笹
究
明
す
る
こ
き
ざ
す

る
。
順
序
ざ
し
て
先
つ
雨
者
の
内
容
よ
り
考
究
し
然
る
後
雨
芳
の
開
係
に
及
ぶ
こ
さ
ざ
し
、
便
宜
上
阻
雑
よ
り
扱
ふ
こ
さ

ざ
す
る
。

閉
雑
さ
は
逝
或
は
州
等
の
地
方
政
肥
が
管
内
に
在
る
穀
物
の
智
外
移
川
を
禁
批
し
に
る
を
云
ふ
。
こ
の
こ
さ
は
先
描
冊

噛
兀
蝿
峠
奉
帝
王
部
・
卿
災
・
附
幽
一
不
正
川
の
條
の
記
事
に

珊
縦
・
禁
瞳
。
爲
時
之
恋
。
方
將
革
弊
。
尤
雑
辿
商
。
共
見
銭
及
珊
瑚
。
川
在
方
鋲
州
府
。
繊
不
得
漉
有
塞
過
。
任

閉
雑
・
禁
銭
。
爲
時
之
癒
。
＋

IJLI 三二一

其
交
易
。
必
使
流
行
。
云
云
。

府
代
の
剛
報
と
無
銭

註

同
記
那
は
同
番
確
唾
邦
．
計
部
、
休
隊
の
坂
に
も
批
録
さ
れ
、
又
店
大
拙
令
雄
華
に
も
川
宗
即
位
赦
と
し
て
拙
栽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
・

同
記
率
は
同
審
確
六
帝
王
部
、
後
號
令
の
攻
及
び
唐
大
制
令
難
華
穆
永
邸
位
赦
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
・

同
記
郡
は
同
番
確
六
帝
王
部
、
愛
號
令
の
狐
及
び
府
大
詔
令
集
確
七
踵
慶
元
年
正
月
南
郊
改
元
赦
の
中
に
猫
げ
ら
れ
て
ゐ
る
・

同
記
卒
は
同
番
確
一
一
一
帝
王
部
、
招
凍
及
び
順
大
詔
令
集
確
七
究
府
元
年
五
月
雨
郊
赦
に
渦
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
一
一

一
一
一

閉

瀧

弓

一
一
〈
一
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－

４

１

脾
代
の
州
雑
と
染
銭
二
全
一

蛙
一

さ
あ
り
、
側
普
確
評
邦
計
部
。
平
雑
・
上
元
元
年
九
川
の
條
に

勅
。
先
縁
術
逆
剛
雑
。
獅
有
虎
分
。
如
剛
。
・
所
在
米
粟
術
末
流
逆
。
立
令
術
節
度
観
察
。
各
於
管
内
捉
搦
。
不
得
販

令
閉
雑
。

ざ
あ
る
等
に
よ
っ
て
知
る
こ
さ
が
川
來
ろ
。

駐
二

閉
雑
に
側
す
る
兼
者
初
見
の
記
事
は
冊
府
元
恥
醍
郵
邦
計
部
。
平
糀
・
岨
兀
二
無
咀
一
川
十
八
日
の
催
に

勅
。
年
放
不
稔
。
有
無
批
通
。
所
在
州
縣
不
得
閉
糀
。
各
令
柑
膣
長
吏
検
校
。

ざ
あ
る
も
の
で
、
此
に
よ
り
剛
雑
の
弊
は
巳
に
安
史
の
乱
以
前
よ
り
行
は
れ
て
居
た
こ
ざ
が
知
ら
れ
る
。
然
し
此
の
弊
害

が
雀
し
く
な
っ
た
の
は
安
史
の
乱
以
後
ら
し
く
、
天
喪
以
前
に
於
け
る
閉
雑
關
係
の
記
事
は
間
下
上
拙
の
も
の
を
椎
索
し

得
た
る
に
す
ぎ
ざ
る
に
對
し
、
飢
後
に
於
け
る
剛
雑
禁
止
の
史
料
は
賊
る
多
い
。
試
み
に
剛
雑
・
禁
銭
聯
諜
の
記
事
の
初

見
の
年
た
る
貞
元
二
十
一
年
以
前
に
就
い
て
此
を
列
梁
す
る
に
、
上
描
上
元
元
年
の
も
の
以
外
に

１
大
暦
六
年
六
月

注
三

・
詔
日
。
自
今
巳
後
。
所
在
不
得
閉
糀
及
陥
我
椎
税
。
云
云
。

２
大
暦
十
一
年
六
月
十
三
Ⅱ

注
四

勅
。
自
今
巳
後
。
所
在
一
切
不
得
閉
雑
及
陥
救
椎
税
。

３
貞
元
元
年
正
月

畦
五

・
詔
。
，
諸
州
府
不
得
帆
有
閉
雑
。

ﾛ
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雑
ざ
は
云
ふ
迄
も
な
く
穀
物
の
買
入
れ
を
意
味
し
、
此
に
對
し
礎
出
し
は
蠅
琶
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
閉
糀
己
は
管
外

へ
の
帯
出
を
禁
十
る
の
で
あ
る
か
ら
、
閉
雑
の
施
行
者
に
る
辿
・
州
の
側
ょ
、
り
云
へ
ぱ
閉
朧
・
こ
稲
し
て
然
る
可
さ
で
あ

る
。
叉
史
料
に
徴
す
る
も
閉
雌
ご
稲
す
る
場
合
が
あ
っ
た
様
で
、
冊
府
元
肥
罐
碓
牧
守
部
、
仁
悪
の
項
に

槌
俊
爲
湖
南
都
叫
練
槻
察
使
。
湖
栴
醤
法
。
豊
年
貨
幼
不
川
境
。
隣
部
災
荒
不
扣
仙
．
俊
至
．
洲
脇
吏
口
。
此
非
人

情
也
。
無
宜
閉
朧
亜
困
於
民
也
。
自
是
商
貨
流
通
。

さ
あ
る
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
か
く
閉
雑
は
一
に
閉
朧
母
」
も
孵
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
呼
び
方
は
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
閉
雑
の
例
が
蝦
し
く
仰
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
反
し
、
閉
糀
は
僻
見
の
限
り
で
は
右
の
一
例
を
知
る
の
み
で
あ

る
。
穀
物
の
管
外
移
川
禁
止
を
閉
糀
芭
稲
し
化
の
は
一
見
奇
妙
に
恩
は
れ
る
が
、
此
は
移
川
埜
止
の
蛮
際
手
段
が
、
穀
物

商
人
の
管
外
移
川
を
目
的
さ
す
る
雑
災
の
禁
止
琶
云
．
ふ
方
法
に
世
か
れ
て
居
た
鰯
ご
解
せ
ら
れ
る
・

逆
、
州
が
閉
雑
を
行
っ
た
主
に
る
理
山
は
、
僻
内
の
在
穀
数
並
を
蝿
衞
に
し
、
税
の
折
納
・
折
雑
。
和
糀
等
の
微
收
を

容
笏
な
ら
し
め
、
又
食
総
の
峡
乏
に
よ
る
杵
内
の
磯
審
を
防
が
ん
妻
こ
す
る
に
在
っ
た
様
で
あ
る
。
殊
に
符
内
の
銀
食
防
止

を
閉
雑
の
蚊
も
直
接
的
な
動
機
雪
と
す
る
場
合
が
多
く
、
從
っ
て
凶
歳
に
於
い
て
時
に
盛
行
の
弊
が
著
し
か
っ
た
。
先
拙
冊

脈
代
の
川
報
と
禁
銭
三
舎
一

４
貞
元
九
年
正
月

詔
日
。
分
災
救
患
。
法
有
常

ご
あ
る
等
數
例
を
数
へ
、
尚
貞
元
二
十

へ
後
丈
引
川
参
照
）

注
六

法
有
常
規
。
通
商
悪
人
。
國
之
令
典
。
自
今
宜
令
州
府
不
得
恢
有
閑
雑
。
云
云
。

元
二
十
一
年
以
後
に
於
い
て
も
同
様
記
事
は
頗
る
多
く
、
引
続
き
五
代
に
及
ん
で
ゐ
る
。

I
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l
l
l

府
代
の
剛
瀧
と
無
銭
一
六
Ⅶ

府
元
蝿
確
韮
邦
計
部
。
平
雑
。
岨
兀
一
皐
閨
一
凡
の
條
に

勅
。
年
歳
不
稔
。
有
無
痕
迩
。
所
在
州
縣
不
得
肌
雑
。

ご
あ
り
、
同
巻
・
後
周
（
五
代
）
灰
順
元
年
川
川
の
條
に

勅
。
天
災
流
行
分
野
代
打
。
布
或
剛
雑
。
堆
辻
愛
人
。
云
云
。

、
こ
あ
る
等
は
凶
歳
に
閉
糀
の
嘘
行
せ
し
こ
さ
を
示
す
記
蕊
で
あ
る
。
尚
此
の
凶
歳
に
於
け
る
剛
雑
の
盛
行
に
就
い
て
注
意

を
要
す
る
の
は
、
肌
糀
厳
行
を
企
て
る
も
の
が
被
災
雀
し
き
逆
・
州
よ
り
も
寧
ろ
豊
熟
を
得
た
る
逝
州
で
ぁ
っ
に
ご
云
ふ

こ
ざ
で
あ
る
。
支
那
の
如
く
灰
い
國
で
は
全
剛
淺
ら
ず
凶
作
に
襲
は
れ
る
こ
ざ
は
稀
で
あ
り
、
同
様
に
全
地
方
が
磯
熟
を

認
歌
す
る
こ
さ
も
少
く
、
大
抵
は
豊
作
の
地
あ
る
、
と
共
に
凶
作
の
地
を
も
作
ふ
さ
云
ふ
場
合
が
多
か
つ
仁
。
閉
雑
は
か
か

る
豊
凶
腫
産
た
る
年
に
於
い
て
そ
の
弊
妓
も
涯
し
く
、
然
も
そ
れ
は
凶
地
よ
り
も
稔
熟
の
地
に
於
い
て
嚴
亜
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
凶
地
に
於
い
て
は
穀
慨
貴
く
、
稔
熱
の
地
は
賎
し
く
、
從
っ
て
此
の
彼
格
の
附
き
を
硯
ふ
商
人
の
手
に
よ
り
殻
物

が
稔
熟
の
地
よ
り
凶
地
に
運
び
去
ら
れ
、
爲
に
折
角
稔
熱
せ
る
地
に
於
い
て
も
在
穀
数
丞
減
少
し
搬
食
に
至
る
恐
が
あ
つ

に
侭
で
あ
る
。
閉
雑
に
州
す
る
上
述
の
壯
勢
は
倣
時
の
史
料
に
も
よ
く
現
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
冊
府
一
兀
蝿
確
郵
邦
計
部
・
平

に
侭
で
あ
る
。
閉
雑
に
州
す
る
上

雑
・
太
和
八
年
八
川
戊
巾
の
條
に

詔
日
。
族
有
識
縦
、
穀
有
炎
賎
。
椛
其
輕
璽
。
須
使
迩
流
。
非
止
救
災
。
亦
爲
利
物
。
同
州
諾
縣
至
河
中
・
晋
。
絆
．

京
西
北
豊
熟
之
虚
。
宜
令
近
京
諸
逆
。
許
商
興
販
往
來
。
不
得
止
逼
。

ざ
あ
っ
て
同
・
晋
・
縛
州
・
河
中
府
・
京
西
北
方
面
が
豊
熟
な
り
し
爲
、
商
人
の
此
の
地
に
就
い
て
雑
質
し
凶
地
に
販
粥

１
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項
に
も

す
る
を
許
し
、
此
を
妨
げ
ノ
ハ
芦
」
す
る
豊
熟
蓮
・
州
の
閉
雑
笹
禁
じ
に
こ
さ
見
え
、
先
禍
冊
府
元
躯
罐
猛
牧
守
部
・
仁
悪
の

史
料
に
乏
し
く
な
い
が
、
塒
に
作朧七

閉
雑
・
太
和
三
年
九
州
の
條
に

紐
湖
南
蕃
法
。
幾
稔
貨
易
不
州
境
。
隣
部
災
荒
不
相
仙
。
言
苓

さ
て
豊
稔
の
逆
が
閉
雑
を
嚴
行
し
て
凶
地
へ
の
穀
物
の
移
川
を
妨
げ
て
ゐ
に
こ
さ
見
え
、
尚
同
様
の
記
事
は
他
に
も
少
か

ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
（
徒
丈
引
川
）
閉
雑
妓
大
の
弊
は
蜜
に
此
の
幾
熱
地
の
餘
穀
の
凶
地
救
済
へ
の
使
用
を
妨
げ
る
黙
に

在
つ
に
の
で
あ
る
。
併
時
閉
雑
が
如
何
に
一
般
化
し
、
從
っ
て
そ
の
弊
審
の
範
囲
が
如
何
に
庇
か
つ
に
か
は
、
吐
笹
窺
ふ

史
料
に
乏
し
く
な
い
が
、
塒
に
左
の
記
事
は
長
文
で
あ
る
丈
に
そ
の
状
態
が
詳
細
に
誌
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
唐
称
要
確
九

勅
。
河
南
河
北
諾
道
瀕
年
水
忠
。
亜
加
兵
役
。
農
耕
多
薩
。
粒
食
未
誰
。
比
令
使
臣
分
路
賑
伽
。
亜
共
有
濟
得
接
秋

成
９
今
諾
迩
穀
術
未
減
賎
。
而
徐
泗
管
内
又
通
水
漆
。
如
聞
。
江
准
祇
那
所
在
幾
稔
。
困
於
遊
賎
。
不
柧
傷
挫
。
州

縣
長
吏
布
思
自
便
。
滞
設
條
約
。
不
令
川
界
。
雌
無
明
傍
以
避
詔
條
而
毛
商
族
不
迦
。
米
便
懸
異
。
致
令
水
半
之
虚
種

杣
無
識
。
迩
令
御
史
蕊
。
棟
採
御
史
一
人
。
於
河
南
巡
察
。
但
毎
迩
毎
州
界
竹
。
物
慨
不
等
。
米
商
不
吹
行
。
即
弛

群
有
約
勒
。
不
必
シ
モ
更
待
丈
梯
爲
嶮
。
便
典
辨
怖
及
本
界
刺
史
・
縣
令
・
観
察
判
官
名
街
間
奏
。
河
南
通
商
之
後
。

准
南
諸
郡
米
価
漸
起
。
展
郷
連
接
之
虚
。
直
至
江
凹
。
湖
南
・
荊
墾
以
東
。
並
痕
約
勒
依
此
梁
勘
剛
奏
。
価
各
委
概

察
使
群
詳
前
後
勅
條
。
與
御
史
和
知
。
切
加
訪
察
。
不
得
釉
有
容
鰹
。

ご
あ
る
の
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
此
の
記
事
に
云
ふ
所
の
大
意
を
課
す
る
に
、
淵
時
河
南
・
河
北
の
地
方
は
水
害
っ
己
兵
役

孵
代
の
剛
雑
と
蕊
鑑
二
〈
五

－
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絶
え
ず
反
覆
し
て
そ
の
取
締
に
術
っ
て
ゐ
る
の
は
、
中
央
蚊
商
の
統
治
機
開
参
こ
し
て
の
大
局
的
見
地
か
ら
盤
稔
餘
剰
の
穀

を
被
災
地
に
移
し
有
無
和
迩
に
よ
っ
て
一
部
地
方
の
災
害
を
全
國
に
均
散
負
推
せ
し
め
ん
さ
し
た
も
の
で
、
中
央
政
府
の

閉
雑
禁
止
が
か
よ
る
意
岡
の
明
確
な
る
自
斑
の
下
に
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
己
は
上
來
掲
載
の
禁
令
文
中
に
「
務
令
迩
濟
」
、
「
分

府
代
の
削
雑
と
無
銭
一
六
六

己
で
收
種
乏
し
く
極
杣
に
さ
へ
辨
峡
く
有
様
な
る
に
反
し
、
揚
子
江
・
准
水
の
流
域
は
幾
稔
で
農
民
は
却
っ
て
穀
恢
の
賎

し
き
に
苦
し
む
状
態
で
あ
り
、
從
っ
て
江
准
の
米
を
澁
河
方
面
に
移
せ
ば
机
審
は
自
ら
救
は
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
各
迩
・

州
が
閉
椛
を
行
へ
る
爲
穀
物
の
移
動
無
く
、
食
総
の
地
方
的
過
不
足
の
弊
需
逃
大
な
ろ
を
以
て
、
此
が
對
策
さ
し
て
中
央

ノ

政
府
は
諦
迩
・
州
の
剛
雑
を
取
締
り
、
塒
に
河
南
に
は
使
臣
を
派
し
て
閉
雑
の
有
無
を
厳
亜
調
在
し
述
犯
道
・
州
の
宵
吏

を
糊
す
る
こ
さ
を
す
る
。
か
く
し
て
河
南
の
肌
糀
‐
一
掃
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
河
南
の
穀
は
漸
次
河
北
に
動
き
、
同
様
に
准

市
の
穀
は
河
南
に
、
更
に
江
南
の
穀
は
准
南
に
移
り
、
か
く
て
蝿
稔
の
地
に
る
南
支
よ
り
凶
地
た
る
北
支
に
向
っ
て
穀
物

の
移
動
が
起
り
、
河
北
方
面
の
穀
は
充
疋
し
、
江
准
の
米
慨
も
脇
愛
し
て
、
北
支
の
銀
食
、
江
准
の
米
賎
共
に
救
は
れ
る

で
あ
ら
う
琶
云
ふ
の
で
あ
る
。
府
代
雁
云
ふ
河
南
ご
は
黄
河
の
南
方
地
域
、
即
ち
今
の
山
東
・
河
南
一
辮
を
指
し
て
ゐ

に
。
か
か
る
大
地
域
の
河
南
及
び
河
北
が
、
剛
糀
の
鰯
に
、
江
准
に
多
並
の
餘
剰
米
を
有
し
乍
ら
そ
の
供
給
を
受
け
る
こ

ご
能
は
ず
し
て
飢
餓
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
化
の
で
あ
っ
て
、
閉
雑
の
弊
が
如
何
に
炭
く
、
叉
如
何
に
深
く
民

衆
生
活
に
柵
し
て
ゐ
に
か
ば
布
の
芦
勅
丈
に
よ
っ
て
充
分
に
乖
取
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
閉
雑
は
逆
・
州
等
の

地
方
政
臓
が
管
内
銀
食
を
豫
防
し
、
又
は
緩
和
せ
ん
さ
し
て
只
自
己
の
利
害
の
み
を
刷
胆
し
、
中
央
の
禁
令
を
犯
し
て
迄

施
行
し
、
却
っ
て
大
局
的
に
は
よ
り
大
な
る
損
失
ざ
不
幸
、
こ
を
招
い
て
ゐ
仁
も
の
で
あ
る
。
中
央
政
府
が
閉
雑
禁
止
令
を



災
救
忠
」
等
さ
あ
る
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

閉
雑
問
題
は
民
衆
生
活
に
至
雀
の
影
響
を
布
す
る
食
綴
に
開
す
る
も
の
な
る
産
以
て
述
犯
取
締
り
も
後
述
す
る
禁
鏡
の

取
締
り
よ
り
は
峻
厳
な
り
し
も
の
、
如
く
、
逹
犯
捕
發
の
場
合
の
關
係
官
吏
斯
罰
規
程
を
載
せ
た
史
料
も
仰
へ
ら
れ
て
ゐ

る
。
そ
の
罰
則
の
大
様
は
先
描
冊
府
元
池
唯
〈
帝
王
部
・
發
號
令
・
大
府
六
年
六
川
の
條
に

詔
日
。
自
今
巳
後
、
所
在
不
得
閉
雑
及
陥
赦
稚
税
。
如
諏
述
犯
。
所
獅
官
節
級
科
屹
。
仙
委
御
史
姦
及
川
使
郎
官
御

武
八

さ
あ
り
、
．
Ｍ
書
確
郭
邦
計
部
・
平
雑
・
成
迩
七
年
十
〃
二
十
三
日
の
條
に

《
御
史
蕊
奏
。
今
後
若
布
所
在
閉
雑
者
。
長
吏
必
加
姫
降
。
本
判
官
・
録
事
拳
軍
並
停
兇
任
。
書
下
老
、
価
勒
所
在
州

縣
。
各
於
版
膀
篤
鋒
此
條
。
懸
杢
仙
姓
。
毎
逝
委
観
察
判
官
。
毎
州
府
委
鋒
事
参
軍
勾
柑
逐
川
皿
禾
肌
雑
事
。
徳
叩

伝
學
小
Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ノ

剖
盛
（
加
曲
に

●
こ
あ
る
等
に
依
っ
て
窺
ひ
得
る
。
尚
上
拙
成
辿
七
年
の
記
訓
中
に
Ⅲ
雑
禁
止
の
事
を
版
勝
に
記
し
て
百
姓
に
懸
示
せ
し
め

史
に
征
逆
・
紘
州
府
必
ず
毎
川
そ
の
逝
・
州
府
に
於
墜
Ｌ
は
碓
狂
に
閉
糀
を
爲
し
居
ら
ざ
る
旨
を
御
史
蕊
に
巾
報
せ
し
め

る
こ
さ
氏
せ
し
規
定
が
見
え
る
が
、
か
比
る
伽
雑
な
る
事
務
を
細
か
に
指
令
せ
し
那
蛮
の
巾
に
も
、
剛
雑
取
締
に
對
す
る

る
こ
さ
氏
せ
し
規
定
が
見
え
る
が
、
か
‐

從
之

り

中
央
の
熱
意
の
一
端
が
酌
み
取
ら
れ
る
。

川
が
此
の
肢
亜
な
る
取
締
に
も
拘
ら
ず
逆
・
州
府
は
荷
捌
雑
を
行
は
ん
さ
し
、
自
然
そ
の
方
法
が
巧
妙
さ
な
っ
て
打
っ

た
様
で
あ
る
。
冊
府
元
恥
醗
郭
邦
計
部
・
平
雑
・
刑
光
三
年
悶
士
一
川
十
九
ｎ
の
條
に

府
代
の
Ⅲ
雑
と
談
銭
こ
く
七

史詔
訪日
察 。
開自
奏今
○ 『二T

ず
ず
』
０

0
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店
代
の
剛
殺
と
薙
銭
一
六
八

勅
。
今
歳
自
京
巳
束
。
水
漆
鰯
忠
。
物
価
騰
踊
。
人
戸
多
於
西
京
收
雑
州
掛
。
近
間
。
西
京
諸
逝
州
府
逐
叫
拷
有
税

銭
。
途
不
通
行
。
乃
脚
Ⅲ
雑
。
宜
令
宣
下
京
西
諦
迩
州
府
。
凡
剛
椛
剛
瞬
。
不
得
帆
有
税
率
。
及
經
過
水
陸
關
坊
鎭

縣
妄
有
遜
詰
。

ご
あ
り
、
Ⅲ
巻
・
翌
川
年
正
川
壬
成
の
條
に

詔
門
。
兼
職
之
中
。
郊
甸
之
内
。
時
物
跡
貴
。
人
戸
磯
蛎
。
訪
聞
。
自
映
巳
Ⅶ
遣
及
邪
鳳
。
祇
年
時
熱
⑩
両
穀
佃
和
。

縦
未
能
別
術
於
貢
嶮
。
亦
宜
吹
迦
於
和
雑
。
近
剛
帆
有
税
索
。
巳
曾
降
指
揮
。
術
恐
棚
鋲
阻
滞
行
塗
蛾
長
物
価
。
仰

所
在
長
吏
切
加
検
校
以
濟
往
来
。
推
救
災
叫
忠
之
心
。
明
奉
閏
憂
人
之
逆
。
云
云
・

ど
あ
る
に
依
れ
ば
地
方
臆
は
表
面
剛
雑
の
桁
揮
を
管
内
に
降
さ
ず
し
て
、
然
も
管
内
よ
り
穀
を
般
肌
す
る
商
人
に
對
し
塗

上
の
要
地
に
於
い
て
課
税
し
、
結
局
般
運
の
利
を
喪
失
せ
し
め
て
資
質
的
に
閉
雑
の
効
果
を
學
げ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
此

は
閉
雑
禁
止
令
を
犯
す
こ
さ
無
く
然
も
蛮
磁
的
に
は
脚
じ
効
果
を
耐
す
合
法
的
述
犯
行
爲
さ
も
云
ふ
可
さ
頗
る
巧
妙
な
る

や
り
方
で
あ
る
。
尚
右
剛
記
那
は
共
に
五
代
に
開
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
測
っ
て
府
命
要
酷
九
閉
雑
・
太
利
三
年
九
川
の

條
に
。

紬
。
雌
無
明
傍
以
避
詔
條
。
而
モ
商
族
不
通
。
米
慨
懸
異
。
云
云
。

直
あ
る
に
依
れ
ば
何
じ
方
法
は
己
に
唐
以
來
行
は
れ
て
ゐ
仁
も
の
で
あ
り
、
更
に
右
文
の
後
節
に

タ
グ但
毎
道
毎
州
界
肯
物
価
不
等
。
米
商
不
行
。
即
弛
潜
有
約
勒
。
不
必
更
侍
女
梯
爲
醗
。
便
具
事
情
。
云
云
。

．
と
あ
る
に
依
れ
ば
中
央
で
も
か
典
ろ
巧
妙
な
る
脱
法
行
爲
に
氣
附
き
そ
れ
に
對
す
る
取
締
に
も
制
憲
し
て
み
に
こ
ざ
が
知

I
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以
上
は
唐
及
び
五
代
に
於
け
る
閉
雑
の
大
様
で
、
此
を
要
す
る
に
、
閉
雑
は
安
史
の
乱
を
境
ざ
し
て
以
後
念
に
盛
芭
な

り
、
そ
の
方
法
も
巧
妙
ご
な
っ
た
も
の
で
、
此
が
安
史
釧
後
に
雀
し
く
な
っ
た
原
因
に
就
い
て
は
種
糞
考
へ
ら
れ
る
が
、

そ
の
一
さ
し
て
地
方
軍
閥
政
椛
の
跳
厄
、
中
央
椛
力
の
衰
退
を
見
逃
す
こ
、
と
は
Ⅲ
来
な
い
。

五
代
を
承
け
て
天
下
を
一
統
し
た
北
宋
時
代
の
剛
雑
問
題
は
如
何
。
此
に
就
い
て
ば
筆
新
は
未
だ
充
分
の
研
究
を
遂
げ

て
ゐ
な
い
が
、
筆
新
の
眼
に
燗
れ
に
史
料
の
範
困
を
以
て
す
る
も
、
北
宋
時
代
の
閉
糀
に
は
從
前
の
そ
れ
ご
異
っ
た
事
撞

を
指
す
刑
法
が
あ
っ
た
。
例
へ
ぱ
練
餐
治
迦
錐
長
細
確
一
天
聖
兀
年
八
州
乙
卯
の
條
に

王
随
代
欽
若
。
随
在
江
寧
．
御
放
大
磯
。
稗
蓮
使
移
府
發
常
平
倉
米
。
計
、
Ⅲ
給
一
升
。
随
世
不
聴
。
日
。
民
所
以

磯
蒋
。
由
井
兼
閉
雑
以
遮
高
慨
斗
。
乃
大
川
官
粟
而
私
佃
遂
平
。

ご
あ
り
、
同
書
謡
信
熈
寧
三
年
十
一
月
辛
卯
の
條
に

仰
史
峠
昌
塑
言
。
映
閥
。
河
北
路
今
歳
秋
夏
飢
、
民
就
食
於
商
・
擁
・
蕊
・
郵
等
州
。
知
商
州
呉
枇
長
殊
不
作
Ⅷ
。

御
史
峠
昌
朝
言
。

ら
れ
る
。

Ｅ
あ
る
如
く
穀
物
商
人
が
凶
年
に
際
し
価
格
滕
貴
を
兇
越
し
て
爽
吝
み
を
な
す
を
閉
雑
さ
孵
し
て
ゐ
る
。
因
み
に
此
の
寅

吝
み
に
對
す
る
買
溜
は
、
同
垂
愁
七
大
巾
稚
符
五
年
十
一
月
丁
未
の
條
に

詔
。
自
今
轆
商
而
以
以
総
州
從
使
侭
粥
。
官
司
勿
禁
。
時
京
師
殻
炎
。
上
以
敏
報
増
偵
侭
民
故
有
処
詔
。

さ
め
る
如
く
敏
雑
ご
稲
し
て
ゐ
た
。
尤
も
Ｍ
韮
韮
囎
一
払
耐
元
年
服
川
乙
卯
の
條
に

府
代
の
削
雑
と
蛾
錐
工
〈
九

至
令
市
人
閉
雑
。

云映
云閥
0

I
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府
代
の
川
雑
と
梁
銭
一
七
○

．
又
謡
。
比
禁
京
城
穀
川
門
。
共
弛
之
。
江
准
剛
漸
詣
路
。
母
得
剛
雑
。

、
と
あ
り
、
同
書
罐
に
辛
抑
釉
川
年
六
川
丁
丑
い
一
條
に

詔
諦
路
稗
蓮
使
。
凡
鄭
路
郷
州
災
傷
。
而
帆
剛
維
新
。
以
述
制
坐
之
。
中
略
伽
然
州
郡
之
間
。
官
司
各
平
共
民
。
挽
迭

閉
雑
之
令
。
一
路
飢
則
隣
路
爲
之
剛
糀
。
、
一
郡
飢
則
隣
郡
鯛
之
削
雑
。
中
略
。
故
有
娃
詔
。

さ
め
る
に
依
れ
ば
北
宋
で
も
尚
閉
雑
の
弊
は
跡
を
絶
た
ず
從
っ
て
府
・
五
化
こ
Ｍ
意
味
の
閉
雑
⑳
用
法
も
無
く
な
っ
て
居

た
の
で
は
な
い
。
尚
南
宋
の
例
で
は
あ
る
が
、
宋
緬
肛
要
・
食
復
巻
川
過
雑
。
慶
元
一
兀
年
十
月
一
千
一
、
の
條
に

詔
。
朝
廷
方
下
吹
雑
之
令
。
如
州
縣
諏
敢
過
雑
。
許
人
戸
越
訴
。

眺
九

ご
て
唐
・
五
代
に
盛
行
せ
し
閉
雑
さ
Ⅲ
韮
語
た
る
過
雑
の
語
が
見
え
る
か
ら
南
宋
で
・
も
閉
雑
の
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
さ
が
知

ら
れ
る
。

さ
て
宋
は
五
代
の
列
剛
を
統
一
す
る
、
と
共
に
大
小
の
軍
閥
政
椛
を
一
締
し
て
中
央
集
椛
國
家
を
建
設
し
、
地
方
行
政
機

開
の
椛
限
を
巧
妙
に
減
座
し
て
比
較
的
太
平
を
持
練
し
、
此
の
太
平
の
下
に
店
末
以
来
躍
進
の
途
上
に
在
り
し
商
業
を
一

段
ご
發
逹
せ
し
め
に
。
か
出
る
中
央
錐
椛
弧
化
の
時
代
に
於
い
て
は
地
方
励
部
の
利
害
に
の
み
立
脚
し
て
大
川
を
見
ざ
る

姓
一
つ

閉
雑
の
弊
は
大
い
に
緩
和
せ
ら
れ
龍
で
あ
ら
う
。
而
し
て
一
方
商
業
の
發
述
に
よ
る
米
穀
商
人
の
勢
力
増
大
は
彼
等
の
宜

大
菱
本
の
運
用
の
上
に
立
つ
貝
溜
・
寅
吝
み
の
民
衆
生
活
に
及
ぼ
す
悲
害
を
悲
大
な
ら
し
め
に
こ
さ
這
思
は
れ
る
。
そ
し

て
か
出
る
地
方
機
關
の
閉
瀧
減
少
、
商
人
の
爽
吝
み
の
弊
害
蛎
大
が
、
閉
羅
な
る
語
を
從
來
の
用
法
よ
り
商
人
の
寅
吝
み

に
稗
用
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
か
ざ
推
測
せ
ら
れ
る
。
但
し
浦
宋
は
地
方
行
政
機
開
の
勢
力
再
び
増
進
し
化
時
代
で
、
北

１
１
１
１
１



宋
琶
は
幾
分
事
傭
の
相
異
し
て
ゐ
ぢ
」
ご
を
老
胆
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
宋
代
の
閉
雑
に
開
す
る
卑
見
を
記
述
し
た
が
此
は
未
だ
憶
測
の
範
囲
を
川
で
ざ
る
も
の
で
、
今
後
の
緒
確
な
る
考

證
に
よ
っ
て
補
正
せ
ら
る
可
さ
も
の
で
あ
る
。
．
↑

禁
鏡
も
亦
閉
雑
ざ
側
様
、
逆
・
州
府
等
が
兄
鐘
を
韮
過
し
て
そ
の
境
外
へ
の
移
川
を
妨
げ
に
る
を
云
ふ
。
此
の
こ
、
こ
は

府
代
の
削
繩
と
難
銭
一
七
一

上六五 IJLI 三二一ぢ九八

冊同
府上
元 o

冊府元

二
目

庶
命
心
要
確
九
州
澱
に
も
同
一
記
那
あ
り
。

冊
府
元
他
。
恥
令

冊
府
元
他
同
上
。
孵
称

他
確
六
帝
王
部
、
後
號
令
の
攻

Ｊ

一

冊
府
元
他
確
菫
邦
計
部
、
平
穀
、
府
命
嬰
確
九
州
難
の
攻
。

同
記
諏
は
冊
府
元
緬
確
垂
邦
誹
部
、
平
釧
の
頑
に
も
見
え
る
が
、
多
少
文
字
に
典
同
が
あ
り
、
鵬
令
即
要
の
方
が
判
り
易
い
の
で
そ
れ

を
引
用
し
た
。

願
介
哩
要
確
九
剛
灘
の
菰
に
も
同
把
那
あ
り

五
代
愈
要
確
二
削
縦
の
攻
に
も
同
記
那
あ
り

迦
雑
の
語
は
巳
に
孟
子
、
告
子
章
下
に
見
え
削
鯏
の
弊
の
極
め
て
古
く
よ
り
存
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

王

凹
禁 要

。
並
び
に
同
上
。

卜

銭

I
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張
湧
奏
所
在
銭
荒
炊
。
講
不
許
誕
来
。
以
迩
商
斑
。
從
之
。

な
る
記
事
を
閲
す
る
な
ら
ば
、
假
令
文
中
に
禁
銭
な
る
語
な
し
ご
」
は
云
へ
、
此
が
禁
銭
禁
止
の
奏
請
な
る
こ
さ
は
容
易
に

認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
貞
元
九
年
（
呵
雁
七
九
一
ｓ
の
此
の
奏
請
は
管
兄
の
限
り
禁
銭
に
開
す
る
初
見
の
記
那
で
あ
る
が

巳
に
此
の
年
禁
令
が
出
に
ご
す
れ
ば
禁
袋
そ
の
も
の
は
此
の
年
以
前
よ
り
行
は
れ
て
ゐ
に
ざ
兄
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

禁
鐙
は
閉
糀
の
場
合
ご
刷
様
、
道
。
州
が
管
内
の
見
嬢
保
有
地
を
蝿
耐
に
せ
ん
が
鰯
に
行
っ
化
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結

果
が
物
養
の
流
通
に
多
大
の
支
障
を
來
し
に
こ
さ
は
云
ふ
迄
も
無
い
。
然
も
道
・
州
が
通
商
上
の
不
便
を
願
す
、
又
中
央

政
府
の
禁
令
を
犯
し
て
迄
禁
鎧
を
行
つ
仁
の
は
、
見
銭
の
不
足
に
因
山
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
此
の
こ
ざ
は
冊
府
元
晒

註
一

確
証
邦
計
部
・
錨
幣
。
貞
元
十
Ⅲ
年
士
一
川
の
條
に

蝿
鐡
使
李
若
初
奏
。
諦
道
州
府
。
多
以
近
日
呆
愛
数
少
。
繪
帛
慨
輕
。
禁
止
兄
銭
。
不
令
肌
界
。
云
云
。

さ
め
る
に
依
２
Ｌ
立
證
せ
ら
れ
る
。
諸
道
・
州
の
禁
銭
が
通
商
交
易
の
側
沌
な
る
發
逵
を
阻
害
し
て
ゐ
淀
こ
さ
は
上
描
引

用
文
中
に
も
術
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
更
に
他
の
重
大
な
る
一
弊
審
さ
し
て
禁
鎧
は
見
銭
そ
の
も
の
上
流
通
を
直
接
肌
滞
し

七
川
の
條
の

府
代
の
剛
報
と
無
銭
一
七
二

先
掲
冊
府
元
龍
峠
据
帝
王
部
・
御
災
・
開
成
二
不
正
川
の
條
に
剛
瀧
さ
併
せ
て

閉
椛
禁
鐘
。
嬬
時
之
識
。
方
將
革
弊
。
尤
締
通
商
。
共
兇
銭
及
川
副
。
所
在
方
鋲
州
府
。
帆
不
得
揃
有
誕
過
。

’
三
一

閉
椛
禁
鏡
。
鰯
孵
し

言
」
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
か
く
禁
鏡
な
る
も
の
ｋ
内
容
を
知
っ
て
後
、
冊
府
元
蝿
確
訴
邦
計
部
・
錨
幣
・
璽
沁
九
年

交
易
。
必
使
流
行
。

一
し
Ｌ
ｒ
』
、

必
牛
Ｌ
Ｐ
１
割
〆
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流
通
速
度
の
遅
綏
を
招
い
て
一
屑
銭
の
不
足
を
激
化
せ
し
め
て
ゐ
た
琶
云
ふ
こ
さ
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
此
の

禁
銭
が
見
銭
不
足
激
化
の
一
因
っ
こ
し
て
有
力
に
作
別
し
て
ゐ
た
こ
さ
は
、
冊
府
元
蝿
確
証
邦
計
部
・
鍵
幣
・
元
和
士
一
年

又
詔
日
。
近
日
布
帛
韓
輕
。
見
銭
漸
少
。
皆
総
所
在
蕊
塞
不
得
迩
流
。
雪
云
。

ざ
あ
る
に
依
っ
て
明
か
な
る
如
く
、
時
人
も
よ
く
認
識
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

中
央
政
府
の
禁
鐘
禁
止
が
此
の
通
商
阻
審
、
見
鏡
不
足
激
化
の
取
締
を
そ
の
要
因
さ
し
て
ゐ
に
こ
さ
は
雛
ひ
な
い
が
、

然
し
禁
銭
禁
止
の
理
曲
は
以
上
に
識
き
る
も
の
で
は
無
く
、
更
に
中
央
政
府
に
取
り
切
蛮
な
る
問
題
が
此
の
禁
令
の
要
因

ざ
し
て
存
在
し
て
ゐ
に
様
で
あ
る
。
但
し
此
の
要
因
の
探
究
に
は
少
か
ら
寺
老
読
の
鍔
を
挑
墜
谷
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
《

先
に
掲
げ
し
閉
雑
禁
止
の
詔
勅
中
に
陥
械
椎
税
を
併
せ
禁
じ
に
も
の
が
若
干
見
受
け
ら
れ
る
．
記
憶
を
新
に
す
る
爲
此

を
再
猫
す
る
に
、
冊
府
元
総
喧
〈
帝
王
部
。
發
號
令
・
大
暦
六
年
六
川
の
催
に

詔
日
。
自
今
巳
後
。
所
在
不
得
閉
雑
及
陥
稚
椛
税
。
云
云
。

零
己
あ
り
、
同
率
ロ
確
都
邦
計
部
・
平
雑
・
大
暦
十
一
年
六
卿
士
一
百
の
條
に

勅
。
自
今
巳
後
。
所
在
一
切
不
得
閉
雑
及
陥
裁
稚
税
。

Ｅ
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
陥
彼
稚
税
が
如
何
な
る
意
味
の
も
の
な
る
か
、
此
産
直
接
諭
明
せ
る
史
料
を
雄
ざ
る
鰯

簡
明
な
る
解
樺
を
下
す
こ
さ
は
出
来
な
い
が
、
此
の
記
訓
に
就
い
て
想
起
せ
ら
れ
る
の
は
閉
雑
ご
併
せ
梁
・
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る

の
は
本
稲
冒
頭
に
多
数
史
料
を
示
し
て
お
い
に
如
く
、
多
く
禁
銭
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
で
、
同
じ
く
閉
雑
ご
併
せ
禁
ぜ
ら

店
代
の
Ⅲ
雑
と
無
銭
一
七
三

IIq
月
の

條
に註
二二

｣
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庶
代
の
剛
雑
と
禁
銭
一
七
川

れ
て
ゐ
る
隔
彼
椎
税
は
、
彼
込
老
へ
合
は
す
に
禁
銭
さ
聯
關
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
亡
の
推
測
が
得
ら
れ
る
。
而
し
て
か

上
る
推
測
の
下
に
此
が
研
究
を
進
め
る
に
そ
の
狭
り
無
き
こ
さ
が
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

権
税
さ
は
云
ふ
迄
も
無
く
専
志
皿
税
で
あ
る
。
稚
税
は
府
・
五
代
。
宋
笹
通
じ
て
剛
庫
收
入
の
飛
要
な
る
部
分
を
成
し
、

地
方
財
改
さ
は
原
則
上
伽
關
係
ご
な
っ
て
居
《
に
。
椎
税
の
収
納
機
關
さ
し
て
は
朧
・
院
・
場
。
務
等
が
道
・
州
内
の
要
地

に
世
か
れ
、
中
央
の
臆
繊
司
（
長
官
は
隙
織
使
）
が
此
彩
總
掌
し
て
ゐ
た
。
專
爽
口
川
の
爽
下
は
主
、
こ
し
て
見
鎧
抑
ご
な
っ

て
ゐ
た
。
そ
し
て
此
の
専
爽
品
爽
下
に
よ
っ
て
推
る
見
鏡
が
、
旋
幣
經
濟
の
發
逹
に
作
っ
て
蛸
加
す
る
閏
家
の
硬
要
見
鏡

を
充
足
す
る
蚊
大
の
部
分
を
占
め
て
居
た
の
で
あ
る
。
勿
諭
平
や
拝
糾
以
下
に
際
し
便
江
上
金
銀
絹
帛
そ
の
他
術
物
品
の
折

納
を
許
す
こ
ざ
も
あ
っ
た
が
、
原
則
的
に
は
鎚
納
制
が
採
川
せ
ら
れ
、
而
し
て
此
の
原
則
の
維
持
は
併
幣
經
濟
の
發
嘩
に

對
應
す
る
財
政
政
策
を
樹
立
す
る
上
に
、
即
ち
須
要
見
鎧
増
加
の
趨
勢
に
對
唯
す
る
上
に
絶
對
に
必
要
な
こ
ざ
で
あ
っ

に
。
從
っ
て
寡
斑
晶
を
扱
は
ん
こ
す
る
商
人
は
見
銭
を
監
・
院
・
場
。
務
に
携
へ
來
っ
て
そ
の
寅
下
を
諭
は
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
課
で
あ
る
。
か
く
稚
税
は
鑓
納
を
原
即
こ
し
て
居
た
の
で
め
る
か
ら
、
上
禍
陥
徽
椎
税
は
？
）
《
り
陥
菰
兄
銭
さ
略

糞
同
じ
意
味
ど
持
つ
仁
も
の
ご
見
て
大
過
な
い
。
而
し
て
陥
減
椎
税
が
陥
藏
見
銭
の
意
味
に
等
し
ご
す
れ
ば
、
此
が
禁
銭

に
聯
關
を
有
つ
も
の
な
る
こ
さ
は
容
易
に
・
想
到
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
各
道
・
州
は
そ
の
禁
鏡
政
策
の
建
前
か
ら
、

専
喪
品
買
入
れ
の
爲
見
銭
を
携
へ
て
監
・
院
・
場
・
務
に
赴
か
ん
ざ
す
る
商
人
を
も
抑
制
し
、
又
は
監
・
院
・
場
務
の
見

銭
を
中
央
に
送
付
す
る
を
妨
害
し
、
そ
の
結
果
椎
税
を
隔
裁
す
る
こ
さ
上
な
っ
た
課
で
あ
る
。
隔
減
権
税
に
對
す
る
筆
蒋

の
右
見
解
に
し
て
誤
り
無
し
、
こ
す
れ
ば
、
隔
減
権
税
は
専
爽
收
人
、
即
ち
術
時
の
所
稲
課
利
に
減
少
を
來
さ
し
め
た
筈

Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
１
，
Ⅱ
■
■
■
■
ｌ
ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
－
Ｆ

の



凸

で
あ
る
が
、
冊
府
元
蝿
確
認
邦
計
部
・
銭
幣
・
貞
元
十
四
年
士
一
吋
の
催
に

①

噸
鐡
使
李
若
初
奏
。
諸
道
州
府
多
以
近
日
泉
貨
欺
少
納
帛
偵
輕
。
禁
止
見
銭
不
令
川
界
。
致
使
課
利
有
閥
。
商
震
不

通
。
諸
指
揮
見
銭
任
其
往
來
。
勿
使
禁
止
。
從
之
。
・

守
」
て
蝿
鐡
使
が
禁
銭
に
因
っ
て
所
智
の
課
利
を
閥
く
さ
奏
し
て
ゐ
る
の
は
正
に
上
述
の
見
解
に
合
致
し
、
隔
赦
椛
税
に
封

す
る
悠
考
の
誤
り
に
非
る
こ
を
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
Ｌ
る
諦
逝
・
州
の
禁
鏡
政
策
い
國
叩
收
入
へ
の
悪
影
響
こ
そ

中
央
政
府
を
し
て
禁
嬢
禁
止
の
断
行
に
力
を
入
れ
し
め
た
る
匝
接
蚊
大
の
朧
因
で
あ
つ
に
ゞ
こ
恩
は
れ
る
。

唐
代
に
於
け
る
見
銭
の
不
足
激
化
の
原
因
に
は
種
盈
の
事
怖
が
老
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
哩
接
且
つ
雄
大
の
原
因
こ
な
っ

た
も
の
は
剛
税
法
・
稚
税
・
商
税
等
の
錨
納
を
原
則
ざ
す
る
税
制
の
採
剛
乃
至
搬
充
で
あ
る
。
廃
朝
の
正
税
が
物
納
制
た

る
租
席
調
よ
り
銭
納
制
た
る
噸
税
法
に
改
め
ら
れ
、
更
に
鏡
納
を
原
則
こ
す
る
稚
税
・
商
税
が
新
設
搬
充
せ
ら
れ
た
芭
云

ふ
こ
さ
は
、
通
貨
の
蚊
大
使
州
村
た
る
剛
家
が
銭
食
中
心
主
義
を
確
立
し
た
こ
ぐ
」
を
意
味
し
、
從
っ
て
そ
の
需
要
並
の
激

増
を
來
し
て
從
來
よ
り
己
に
そ
の
仙
向
に
在
り
し
兄
鎧
の
不
足
、
即
ち
術
時
の
所
調
鏡
亜
蛍
輕
の
弊
を
一
段
ご
助
長
せ
し

む
る
結
果
ざ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
見
錨
不
足
の
鰯
に
剛
税
法
の
》
銭
納
制
を
厳
守
す
る
一
」
、
己
能
は
ず
、
折
納
法

に
依
っ
て
此
の
峡
陥
を
凌
い
で
ゐ
た
。
折
納
法
ご
は
各
府
州
に
於
い
て
微
收
す
可
き
胴
税
鏡
額
の
一
部
を
鎧
以
外
の
物
品

を
以
て
代
納
せ
し
め
た
る
方
法
を
云
ふ
。
然
し
侭
幣
經
濟
の
發
逹
に
件
っ
て
剛
家
の
須
要
銭
額
も
恥
川
す
る
一
方
で
あ
り

そ
れ
が
銭
納
を
建
前
母
」
す
る
叩
税
法
設
定
の
一
因
も
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
制
限
に
折
納
せ
し
む
る
こ
『
と
は
事

情
が
許
さ
ず
、
結
局
剛
家
の
支
川
す
可
き
銭
額
丈
は
各
府
州
に
制
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
。
か
く
て
各
府
州
に
は
峪

府
代
の
剛
瀧
と
無
銭
一
七
五

１



－

’吟

●

な
い
。
奮
唐
書
塞
韮
韓
滉
傅
に

朋
代
の
川
雑
と
紫
銭
一
七
六

糞
一
定
卒
の
銭
納
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ
仁
の
で
あ
っ
て
、
此
の
こ
ぜ
は
冊
府
元
恥
確
州
邦
計
部
。
賦
税
。
元
和
川
年
の
條
に

ゞ

ノ

ノ

伏
望
。
起
兀
和
凹
年
巳
後
。
搬
州
僻
官
正
料
銭
数
内
。
一
半
任
依
京
愉
例
微
納
兇
銭
支
給
。
例
先
以
郭
下
叩
税
戸
納

兄
鏡
充
。
如
不
足
帥
子
柑
州
叩
税
戸
内
捺
賀
均
配
支
給

ざ
あ
る
一
記
事
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
、
此
の
文
意
は
見
銭
不
足
な
る
に
曲
り
、
官
吏
”
俸
給
は
一
半
を
銭
、
一
牛
を
物
に

て
支
給
し
、
そ
の
銭
は
各
州
縣
郭
内
、
即
ち
都
市
居
住
の
雨
税
戸
よ
り
微
し
、
足
ら
ざ
る
場
合
郭
外
、
、
卸
ち
農
村
の
而
税

戸
よ
り
徴
す
る
こ
ご
上
し
よ
う
琶
云
ふ
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
銭
の
微
收
李
笹
主
さ
し
て
郭
内
に
課
し
仁
の
は
鏡
の
多
泄
所

有
蒜
が
主
さ
し
て
商
人
、
即
ち
郭
内
の
住
民
で
あ
つ
に
か
ら
で
あ
る
。
か
く
所
要
見
銭
を
先
つ
都
市
の
税
收
に
仰
ぐ
琶
云

ふ
方
法
は
唐
に
限
ら
ず
五
代
に
於
い
て
も
行
は
れ
て
ゐ
牝
所
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
叩
税
法
の
採
用
は
兇
銭
の
不
足
を
念
激
に
拍
車
し
た
も
｜
妙
で
あ
り
、
一
方
講
道
・
州
の
禁
銭
政
策
は
符
内
の

兄
銭
保
有
函
乎
琶
挫
衞
に
し
兄
銭
不
雄
の
弊
よ
り
免
れ
ん
こ
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
禁
銭
現
象
の
蒋
及
深
刻
化
の

時
期
は
剛
税
法
採
朋
の
時
期
ご
箱
接
な
る
關
係
を
有
し
て
ゐ
に
こ
こ
Ⅸ
推
測
せ
ら
れ
る
。
禁
銭
禁
止
に
開
す
る
筆
蒋
の
初

見
史
料
が
貞
元
九
年
（
西
暦
七
九
旨
、
即
ち
剛
税
法
採
用
の
年
（
間
雁
七
八
○
ゾ
よ
り
十
三
年
後
に
梁
っ
て
ゐ
る
の
も
決
し
て

遇
然
の
年
代
關
係
に
非
る
こ
ざ
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
店
代
禁
銭
の
禁
止
は
そ
の
詔
勅
の
絶
え
ず
反
覆
せ
ら
れ
て
ゐ

る
軸
よ
り
見
て
閉
雑
の
場
合
っ
こ
同
様
殆
ん
ざ
徹
底
し
な
か
つ
龍
も
の
↓
乙
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ
の
脈
凶
に
は
種

糞
の
事
情
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
閉
雑
の
場
合
ざ
同
様
地
方
軍
閥
政
椛
の
跳
腫
が
一
因
で
あ
っ
た
こ
さ
は
諭
す
る
迄
も

|’
． ！

１
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透
以
京
師
鑓
亜
貨
輕
切
疾
之
、
乃
於
江
東
監
院
收
漉
見
銭
川
十
餘
禽
没
。
令
韓
送
入
關
。
泥
不
許
。
乃
証
奏
云
。
運

千
銭
至
京
師
聾
鏡
至
寓
。
於
國
有
害
。
講
罷
之
。
上
以
問
誘
。
誘
奏
日
。
一
千
之
亜
。
約
與
一
斗
米
均
。
自
江
南
水

・
路
至
京
。
一
千
之
所
蓮
斐
三
百
耳
。
堂
至
蕗
乎
。
上
然
之
。
遥
中
使
噺
手
詔
令
運
銭
。
混
堅
執
以
爲
不
可
。

さ
て
鋲
海
軍
節
度
便
さ
し
て
椛
勢
を
振
ひ
し
韓
滉
が
拶
内
の
監
院
に
集
積
せ
ら
れ
し
兄
銭
の
京
師
輸
送
を
拒
み
続
け
に
こ

さ
が
見
え
る
が
、
此
れ
に
よ
っ
て
禁
鏡
が
群
鎭
の
弧
大
な
る
勢
力
に
よ
り
朝
命
に
抗
し
て
迄
根
弧
く
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
Ｅ

が
知
ら
れ
、
此
の
一
・
例
は
禁
鏡
さ
軍
閥
ど
の
開
係
を
窺
ふ
好
材
料
ざ
す
る
こ
さ
が
川
来
る
。

次
に
老
ふ
可
き
は
禁
銭
政
策
推
行
の
資
際
手
段
で
あ
る
が
、
此
に
就
い
て
は
参
照
す
可
き
好
史
料
な
く
明
確
に
し
難

い
。
然
し
諸
種
の
事
怖
を
参
酌
す
る
に
、
州
縣
城
外
へ
の
見
淺
帯
出
を
禁
止
す
る
、
上
云
ふ
方
法
が
中
心
ど
な
っ
て
ゐ
た
の

で
は
な
い
か
琶
思
は
れ
る
。
そ
の
第
一
理
由
ざ
し
て
老
へ
ら
れ
る
の
は
、
愉
時
農
村
に
於
い
て
は
安
幣
經
濟
は
左
程
發
逹

せ
ず
、
銭
は
主
さ
し
て
都
市
、
即
ち
州
縣
郭
内
の
商
人
に
集
穣
せ
ら
れ
、
從
っ
て
官
の
所
要
税
鏡
も
主
ざ
し
て
郭
内
よ
り

の
微
收
に
仰
い
で
居
た
程
で
あ
る
か
ら
、
此
の
郭
内
の
銭
を
郭
外
に
帯
出
せ
し
め
ざ
る
こ
き
が
禁
鏡
政
策
上
妓
も
効
果
が

あ
り
、
略
鐡
そ
の
目
的
を
達
す
る
に
足
る
手
段
で
あ
っ
に
雪
』
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
ざ
し
て
は
州
縣
城
門
を
利

用
す
る
時
そ
の
検
閲
は
蚊
も
簡
便
で
あ
っ
た
ご
云
ふ
こ
さ
、
及
び
逆
に
農
村
内
に
流
布
せ
る
零
細
な
る
賎
の
携
行
を
検
索

す
る
こ
さ
は
容
易
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
ご
云
ふ
こ
ざ
等
が
老
へ
ら
れ
る
。
第
三
に
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
五
代
の
文
献
で

あ
る
。
五
代
の
文
献
に
は
管
見
の
限
り
禁
鏡
な
る
語
は
徳
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
見
銭
の
不
足
は
五
代
に
於
い
て
も
唐
以

上
に
雀
し
く
、
叉
地
方
軍
閥
政
椛
の
餓
圖
も
引
練
さ
猛
烈
を
極
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
禁
賎
現
象
が
遮
に
消
滅
し
去
っ
た

店
代
の
川
雑
と
燕
銭
一
七
七

囚
ｂ
Ｐ
ｌ
“
肌
』
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、

段
に

鍵
州
縣
禁
銭
不
出
境
。
商
海
以
皆
絶
。
湖
西
観
察
使
李
若
初
講
迩
銭
往
来
。
而
京
師
商
而
以
噺
銭
川
方
貿
易
者
。
不
可

勝
計
ｂ
詔
復
禁
之
。

ざ
あ
る
記
事
で
あ
る
。
此
に
依
れ
ば
政
府
は
地
方
州
縣
の
禁
鎧
を
禁
す
る
ざ
共
に
そ
の
膝
下
た
る
京
師
の
銭
の
川
方
に
獅

般
さ
れ
る
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
中
央
政
府
は
地
方
の
禁
銭
を
禁
じ
乍
ら
自
ら
は
首
都
に
此
窓
行
っ
に
の
で

あ
る
。
此
の
首
都
に
椎
行
せ
る
中
央
政
府
自
ら
の
禁
錨
は
宋
代
で
も
繼
承
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
取
締
の
方
法
を
宋
代
に
就

い
て
見
る
に
城
門
出
入
者
を
椎
閏
す
る
こ
さ
上
し
て
お
り
（
筏
丈
参
照
）
、
此
の
一
事
か
ら
も
府
代
の
禁
鏡
が
一
般
に
城
門

利
用
に
在
っ
た
こ
ざ
を
推
測
し
符
る
の
で
あ
る
。
尚
上
禍
牌
代
背
部
紫
銭
の
推
行
年
代
は
食
貨
志
に
は
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ

な
い
が
、
貞
元
二
十
年
の
記
事
に
先
詮
さ
れ
て
お
り
、
又
李
若
初
の
奏
請
の
後
に
置
か
れ
、
然
も
此
の
奏
請
は
貞
元
十
四

畦
四

年
十
二
月
の
こ
さ
で
あ
る
か
ら
、
大
総
貞
元
十
五
年
よ
り
十
九
年
の
間
で
あ
っ
た
琶
推
定
さ
れ
る
。

五
代
の
禁
銭
に
開
す
る
史
料
は
目
下
の
所
先
に
掲
げ
に
天
成
元
年
の
一
術
を
松
索
し
得
に
の
み
で
、
そ
の
前
後
の
状
態

は
知
る
山
も
な
い
が
、
五
代
に
次
ぐ
北
宋
時
代
に
於
い
て
も
禁
銭
の
遺
制
が
存
綾
し
て
ゐ
に
一
事
よ
り
推
し
て
五
代
未
迄

引
綾
い
て
存
し
て
ゐ
た
も
の
ざ
凪
は
れ
る
。

１

宋
代
の
文
献
に
も
五
代
ご
刑
様
、
府
代
さ
側
意
味
の
禁
銭
な
る
紙
は
未
だ
兇
出
さ
れ
な
い
・
禁
銭
な
る
語
そ
の
も
の
は
同

１
３
王

』
佑
室
Ｌ

に
燗
れ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
意
味
を
異
に
し
、
御
内
帯
嬢
を
指
し
て
ゐ
る
。
然
し
府
代
紮
銭
制
の
名
残
は
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
即
ち
唐
代
首
都
の
見
銭
の
帯
出
が
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
に
ざ
Ⅲ
様
末
代
で
も
竹
都
見
鎧
の
城
外
持
川
を
紫
じ
て
ゐ
に
。

府
代
の
川
鍬
と
無
銭
一
七
九

』

』



府
代
の
川
職
と
禁
錨
一
八
○

宋
含
要
・
食
貨
癖
雌
。
椎
貨
務
。
至
型
一
乖
二
凡
の
條
に

詔
。
客
族
見
銭
モ
テ
往
州
軍
使
川
者
。
止
約
赴
椛
旋
務
便
納
。
、
不
得
私
下
便
換
。
如
迷
。
許
人
陳
告
。
依
掘
税
條
抽
緬

後
重
罪
之
。
価
令
開
封
府
出
傍
暁
諭
。
共
諦
城
Ⅶ
鍍
不
得
私
放
出
見
銭
。
云
云
。

ご
あ
り
、
綾
費
冶
迩
鑑
長
細
韮
八
大
中
群
符
七
年
八
Ｈ
戌
辰
の
條
に

令
。
諸
軍
螢
在
新
城
外
蒋
。
所
給
衣
俸
銭
。
諸
門
勿
禁
之
。
時
開
封
府
以
商
賑
例
遮
止
之
故
也
。

ざ
あ
る
等
は
北
宋
の
竹
都
州
封
府
に
禁
銭
の
推
行
せ
ら
れ
て
居
た
こ
、
と
を
示
す
證
例
で
あ
り
、
建
炎
以
來
繋
年
要
鋒
華
九
．

紹
興
五
年
九
月
乙
酉
の
條
に

論
。
臨
安
府
在
城
寄
付
充
便
銭
禽
子
。
母
得
出
Ⅷ
。
価
依
在
京
小
平
銭
法
。
．
立
定
刑
名
。
用
守
臣
梁
汝
嘉
請
也
。
都

人
不
以
爲
便
。
翌
日
遮
罷
之
。

さ
あ
る
は
同
法
が
南
宋
の
首
都
臨
安
府
に
も
推
行
せ
ら
れ
て
ゐ
に
こ
ざ
を
示
す
誰
例
で
あ
る
、
尚
上
掲
宋
称
要
及
び
梁
年

要
鋒
の
記
事
に
於
い
て
窺
は
れ
る
如
く
宋
代
背
都
の
禁
銭
が
迭
銭
手
形
制
度
ご
密
接
な
る
關
係
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
ば
、

唐
代
に
於
け
る
手
形
制
度
の
發
逹
さ
禁
銭
さ
の
關
係
を
老
ふ
る
上
に
重
要
な
る
参
考
ご
な
る
事
項
で
あ
る
。

次
に
綾
費
治
邇
鑑
長
編
蓋
〈
紫
笹
卒
十
一
剛
丙
午
の
條
に

詔
。
河
北
州
軍
百
姓
。
朧
穀
入
官
所
給
価
銭
。
出
城
門
者
。
勿
禁
。

さ
て
禁
銭
に
開
す
る
記
事
が
見
え
る
。
此
は
北
宋
の
地
方
州
軍
の
禁
銭
に
開
す
る
僻
見
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
北
宋
時
代

の
銭
貨
問
題
研
究
に
は
筆
者
は
嘗
て
少
か
ら
ぬ
努
力
を
桃
ひ
主
要
文
献
に
就
い
て
史
料
を
蒐
集
し
た
が
、
禁
銭
開
係
の
記
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事
は
遂
に
右
の
一
個
を
得
尤
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
勿
論
筆
着
の
疎
漏
に
曲
る
所
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
關
係
史
料

の
極
め
て
少
い
こ
さ
丈
は
認
め
て
差
支
へ
な
か
ら
う
。

さ
て
右
詔
文
に
云
ふ
所
は
爾
後
官
に
穀
を
縦
込
み
た
る
代
価
の
み
見
銭
の
城
外
帯
出
を
許
す
ざ
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、

從
來
見
銭
の
城
外
帯
川
は
一
切
禁
ぜ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
り
、
今
後
も
蠅
穀
の
代
価
以
外
は
依
然
禁
ぜ
ら
れ
に
わ
け
で
あ

る
、
雑
穀
の
代
償
の
み
を
例
外
さ
し
た
の
は
、
此
の
方
面
が
契
丹
南
下
の
直
路
に
鴬
っ
て
居
た
爲
、
此
を
防
術
す
る
数
十

蕗
の
大
軍
が
配
世
せ
ら
れ
、
そ
の
軍
棚
の
充
足
が
何
よ
り
も
正
大
さ
な
っ
て
ゐ
に
か
ら
て
あ
る
。
而
し
て
此
の
見
袋
の
城

門
外
帯
出
禁
止
が
唐
・
五
代
以
來
の
禁
嬢
に
系
統
を
引
く
も
の
な
る
こ
さ
は
一
見
明
か
で
あ
ら
う
。
但
し
此
を
唐
・
五
代

の
禁
銭
に
比
す
る
に
、
唐
の
禁
銭
は
中
央
の
禁
令
を
犯
し
て
迄
地
方
道
・
州
が
弧
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
五
代
の
禁
銭
は

此
の
地
方
道
・
州
の
推
行
を
中
央
に
於
い
て
條
件
附
で
認
め
仁
も
の
で
あ
り
、
宋
代
の
そ
れ
は
中
央
の
命
令
に
よ
っ
て
地

方
州
軍
に
椎
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
り
、
此
の
鮎
に
本
質
的
な
相
逹
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
宋

建
間
後
四
十
六
年
目
に
営
ろ
景
徳
二
年
に
尚
禁
銭
の
遺
制
ご
恩
は
れ
る
ざ
の
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
に
さ
へ
五
代

の
禁
銭
に
開
す
る
史
料
が
天
成
元
年
の
も
の
一
個
を
存
す
る
に
止
ま
る
ざ
は
云
へ
、
五
代
を
通
じ
て
禁
鏡
は
弧
か
れ
弱
か

れ
繼
綾
し
て
ゐ
仁
さ
見
る
本
稲
先
述
の
意
見
は
肯
肯
せ
ら
る
べ
さ
で
あ
ら
う
。

次
に
上
禍
宋
の
禁
銭
の
記
事
は
河
北
路
に
開
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
方
に
於
け
る
禁
鎚
の
存
否
は
史
料
な
き

鰯
全
然
明
か
で
な
い
。
然
し
弧
い
て
想
像
を
加
ふ
れ
ば
河
北
以
外
に
於
い
て
は
禁
銭
現
象
は
消
滅
し
て
ゐ
に
の
で
は
な
い

か
雲
こ
恩
は
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
北
宋
の
中
央
政
椛
は
唐
・
五
代
に
比
し
て
同
日
の
比
に
非
る
程
弧
間
で
あ
り
、

班
代
の
川
鯉
と
禁
銭
一
八
一

1

1
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●

府
代
心
削
雑
と
紫
銭
一
八
二

地
方
政
椛
の
樅
悉
倣
厄
は
見
ら
れ
な
か
つ
に
の
で
あ
る
か
ら
、
中
央
は
容
易
に
地
方
政
椎
に
る
州
府
の
禁
銭
を
禁
唾
し
柵

に
と
云
ふ
こ
さ
、
節
二
に
宋
代
に
於
け
る
幽
民
經
濟
の
發
逹
は
か
入
る
地
方
主
義
的
現
象
の
存
在
を
許
さ
な
か
つ
に
こ
・
と
、

節
三
に
河
北
の
禁
袋
は
性
厩
を
一
愛
し
て
從
來
の
地
方
主
義
的
政
策
よ
り
剛
家
的
政
錐
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
存
綾
し

得
て
ゐ
に
こ
ざ
等
の
諸
黙
で
あ
る
。
宋
代
河
北
路
の
禁
銭
が
國
錐
的
意
義
を
有
し
て
ゐ
に
こ
ざ
は
そ
れ
が
中
央
政
府
の
命

に
擦
っ
て
ゐ
に
こ
さ
か
ら
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
國
策
的
意
義
と
は
釧
銭
の
団
塊
外
流
川
防
止
に
外
な
ら
ぬ
も
の
を
恩
は

』
生
Ｌ
ユ
タ

』
酔
い
。
、

れ
る
。
北
宋
時
代
に
於
け
る
釧
銭
の
國
外
流
出
を
そ
の
對
策
に
就
い
て
は
巳
に
想
見
浄
發
表
し
て
ゐ
る
の
で
此
所
に
再
び

詳
述
す
る
産
避
け
、
唯
禁
鏡
問
題
考
察
上
に
必
要
な
る
鮎
を
概
読
し
て
お
く
。

宋
代
の
銅
銭
は
南
北
雨
方
面
に
於
い
て
盛
に
剛
外
に
流
州
し
、
そ
の
中
北
方
で
は
河
北
路
方
面
に
於
い
て
蚊
も
逃
し
か

つ
に
。
宋
代
に
於
け
る
銅
嬢
い
不
足
は
寧
ろ
府
・
五
代
以
上
で
あ
り
、
所
謂
銭
荒
（
銅
銭
飢
鯉
）
に
苦
し
ん
で
ゐ
た
の
で

そ
の
流
川
防
止
に
宋
政
府
は
凡
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
ゐ
に
。
而
し
て
禁
銭
は
銭
の
城
川
外
帯
出
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
自
然
銭
の
國
境
外
流
川
防
止
に
役
立
つ
て
ゐ
に
わ
け
で
あ
る
。
此
が
河
北
に
剛
策
Ｅ
し
て
禁
銭
の
作
綾
し
て
ゐ
に

蚊
大
の
原
因
で
あ
ら
う
ご
恩
は
れ
る
。
先
に
五
代
の
禁
銭
に
於
い
て
沼
准
州
縣
鎭
の
禁
銭
に
特
別
の
條
例
の
設
け
ら
れ
て

ゐ
に
こ
・
と
を
注
意
し
て
お
い
た
が
、
此
れ
亦
後
店
ょ
、
り
南
唐
（
雨
幽
の
剛
境
が
准
水
）
へ
の
銅
銭
流
出
を
弊
成
せ
ん
が
鯛

の
も
の
で
あ
つ
に
ご
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
五
代
の
時
巳
に
道
・
州
の
禁
罐
を
國
策
に
利
用
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
ゐ
に
の

で
あ
る
。
か
く
考
へ
來
れ
ぱ
唐
代
釧
鑓
の
不
足
に
山
来
し
道
・
州
の
割
蝶
的
政
策
こ
し
て
生
れ
に
禁
銭
は
、
五
代
に
は
そ

の
一
部
が
閏
策
に
利
朋
せ
ら
れ
、
宋
代
に
は
割
推
的
、
地
方
的
性
質
は
排
乗
せ
ら
れ
唯
馴
策
ざ
し
て
邊
境
地
帯
に
残
存
す

｜

I
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る
に
至
っ
た
さ
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
尤
も
宋
代
禁
銭
に
淵
す
る
肥
料
は
乏
し
く
、
從
っ
て
如
上
の
老
へ
も
未
だ
確
蛮
な

り
さ
ば
云
ひ
難
く
、
専
ら
今
後
の
研
究
に
俟
拒
ね
ば
く
心
ら
ぬ
。

次
に
此
の
禁
銭
に
聯
關
し
て
蓄
嬢
の
楚
及
び
銅
銭
行
使
地
域
制
限
に
就
い
て
も
一
考
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の

關
係
上
割
愛
し
て
他
日
の
機
命
叩
に
袖
ふ
こ
ご
凶
す
る
。
因
に
巾
添
へ
て
お
く
が
、
銅
雄
は
店
・
五
代
・
北
宋
の
唯
一
、
叉

は
本
位
的
法
侭
で
あ
り
、
然
も
そ
の
供
給
は
甚
し
く
不
足
し
て
そ
の
弊
に
苦
し
め
ら
れ
、
如
何
に
此
の
弊
ど
綏
和
す
る
か

回
此
の
時
代
を
一
賞
す
る
通
侭
政
紫
の
基
訓
を
な
し
て
ゐ
仁
の
で
あ
っ
て
、
此
の
鮎
を
明
確
に
意
識
し
て
か
型
ら
な
け
れ

ば
店
・
五
代
・
宋
代
の
侭
幣
金
融
問
題
の
研
究
は
思
は
い
談
謬
を
犯
し
或
は
要
件
を
見
落
す
恐
が
多
い
の
で
あ
》
の
。
上
述

の
禁
銭
の
禁
・
蓄
銭
の
禁
・
釧
銭
行
使
地
制
限
等
が
同
じ
．
、
釧
嬢
の
不
足
に
山
來
し
て
生
起
せ
る
政
策
た
る
は
諭
す
る
迄

４
℃
な
い
。

一
噛
合
皿
要
睦
八
泉
貨
の
條
に
同
記
難
あ
り
ｃ

二
脚
金
哩
要
椎
八
泉
貨
の
條
の
同
記
郡
は
此
を
正
川
に
繋
け
て
ゐ
る
。

三
五
代
愈
喚
確
二
泉
寅
の
條
に
同
記
那
あ
り
。

川
先
拐
冊
府
元
他
確
証
邦
汁
祁
、
泉
幣
の
條
の
李
若
初
奏
術
の
繋
年
月
参
照
。

五
宋
御
要
・
食
貨
嘩
二
一
祁
蝿
繩
車
・
大
巾
群
符
五
年
五
月
の
條
に

Ｊ

出
内
淑
昨
銭
而
繭
枇
。
付
三
莉
献
蝿
軍
職
、
以
蹴
遡
乖
。
中
略
。
故
川
紫
嬢
以
佐
川
庇
。

と
あ
り
、
繊
養
流
迦
鑑
畏
細
華
一
一
肌
弛
二
年
八
脚
の
條
に

服
代
の
剛
雑
と
梁
銭

ニニ

己土

一
八
三

！
、
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岨
雑
及
び
禁
銭
に
開
す
る
懸
兄
は
以
上
を
以
て
一
應
結
了
し
、
本
章
で
は
雨
蒋
の
開
係
に
就
い
て
考
察
す
る
。
尤
も
此

の
關
係
も
從
來
の
所
論
を
通
じ
て
略
糞
察
知
し
縛
る
の
で
、
此
所
で
は
主
さ
し
て
從
前
に
述
べ
洩
し
に
部
分
を
杣
足
的
に

扱
ふ
こ
と
‐
農
す
る
。

閉
雑
さ
禁
銭
さ
は
多
く
の
相
似
鮎
を
も
つ
て
ゐ
だ
。
此
の
こ
ざ
は
巳
に
本
稲
の
努
頭
に
於
い
て
指
摘
し
た
所
で
、
そ
の

主
な
る
も
の
は
・

１
國
民
生
活
に
孟
害
を
爲
し
、
此
が
禁
過
は
天
子
の
悪
政
の
一
《
こ
な
２
Ｌ
ゐ
に
こ
↑
に

２
道
・
州
等
の
地
方
政
臓
が
中
央
の
禁
令
を
犯
し
て
行
っ
て
ゐ
に
こ
己

３
噸
税
法
創
始
の
唾
よ
り
そ
の
弊
が
悲
し
く
な
っ
た
こ
、
こ

当一凸

〆、I

Ｗ
代
の
附
縦
と
紫
銭
一
八
叫

三
司
言
。
自
締
川
後
繼
右
批
斐
。
川
度
不
足
。
術
假
於
内
職
庫
。
庇
巾
。
出
婚
錐
而
説
。
賜
之
。
脚
訓
宰
机
販
士
遜
川
。
凹
家
・

無
銭
本
雌
内
外
。
蕊
以
助
純
我
圷
。
士
遜
對
日
。
不
然
則
布
司
未
免
役
漁
両
雌
也
。

と
あ
り
、
同
番
奉
拒
雌
定
元
年
十
二
月
乙
巳
の
條
の
欧
陽
修
上
疏
丈
の
一
節
に

前
日
陛
下
深
併
な
司
之
鋤
。
内
賜
禁
銭
数
十
蕗
。
以
伽
西
川
。
云
云
。

と
あ
る
竿
は
御
内
帯
銭
を
桁
す
禁
蝿
の
数
例
で
あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
の
紫
は
莱
止
の
惹
味
に
非
ず
し
て
、
錐
中
、
紮
術
、
紫
斑
等

の
禁
と
同
じ
川
法
で
あ
る
。

束
洋
學
報
二
四
巻
飾
一
雄
二
雛
所
栽
、
拙
猫
「
北
宗
昨
代
に
於
け
る
畑
熾
銭
行
使
地
域
の
制
定
紫
に
就
い
て
」
参
照
。

五
閉
雑
と
禁
銭
と
の
關
係

｢

〆

一



一

４
銭
物
の
流
通
を
阻
滞
し
て
ゐ
た
こ
｜
こ

等
の
諸
鮎
で
あ
る
。
此
の
中
第
二
及
び
第
川
は
閉
雑
・
禁
銭
各
章
の
研
究
に
依
っ
て
明
か
で
今
更
此
虚
に
再
読
す
る
必
要

は
な
い
が
、
第
一
『
迫
第
三
に
就
い
て
は
些
か
考
読
を
補
足
し
て
を
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

節
一
の
閉
雑
禁
止
の
悪
政
的
意
義
は
巳
に
論
ぜ
し
所
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
が
、
禁
銭
禁
止
の
悪
政
的
意
義
に
至
っ
て

は
上
來
の
所
論
を
以
っ
て
し
て
は
未
だ
漠
然
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
禁
鐡
は
通
商
の
側
滑
を
阻
害
し
、
從
っ
て
災
害

地
へ
の
物
餐
流
入
に
も
妨
碍
を
與
へ
仁
で
あ
ら
う
か
ら
、
此
の
鮎
に
悪
政
的
意
護
雫
ど
見
川
す
こ
さ
は
出
来
る
が
、
然
し
只

此
の
程
度
の
も
の
を
以
て
禁
鎧
禁
止
の
悪
政
的
蚊
大
要
素
ご
・
す
る
に
は
、
雁
朝
即
位
の
大
赦
中
に
殊
更
に
弧
訓
す
可
く
除

り
に
貧
弱
た
る
の
感
な
誉
を
得
な
い
。
雁
刺
即
位
の
犬
赦
の
一
大
要
項
を
な
っ
て
ゐ
に
以
上
、
更
に
大
准
る
悪
政
的
効
果

を
禁
銭
禁
止
の
中
よ
り
探
し
川
す
可
き
で
あ
る
。
華
對
は
此
に
就
い
て
左
の
如
き
老
へ
む
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

兇
銭
の
不
足
は
必
然
的
に
嬢
施
侭
輕
（
物
佃
下
落
）
の
結
果
を
招
來
す
る
。
而
し
て
禁
袋
は
巳
に
諭
證
せ
し
如
く
此
の

見
銭
不
足
、
延
い
て
は
物
価
下
然
に
拍
車
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
物
慨
下
落
は
農
民
の
生
活
に
對
し
て
亜
睡

を
加
へ
る
結
果
さ
な
つ
に
。
殊
に
此
の
眼
唾
は
剛
税
法
以
後
の
納
税
關
係
に
於
い
て
悲
し
か
っ
た
。
雨
税
法
は
鎧
納
を
原

則
ざ
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
民
が
此
の
銭
納
に
雌
す
る
鰯
に
は
そ
の
生
産
品
に
ろ
絲
絹
。
米
麥
等
を
直
っ
て
銭
に
換
へ
ね

ば
《
姓
ら
ず
、
此
の
際
一
定
の
鰻
額
を
雄
ろ
鮪
に
は
物
慨
が
低
落
し
て
居
れ
ば
居
る
程
そ
れ
丈
多
く
の
生
産
品
を
手
放
さ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
も
雨
税
法
は
銭
納
を
原
則
ざ
し
て
そ
の
税
額
も
鏡
纐
を
以
て
決
定
せ
ら
れ
て
膳
に
の
で
あ
る
か
ら

結
局
物
価
の
低
落
は
農
比
に
取
り
瑚
税
無
さ
蛎
税
詞
乙
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
諭
兇
銭
不
足
の
偏
に
折
納
制
が
行
は
れ
て
は

脾
代
の
川
縦
と
無
銭
一
八
五

’
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、

虹

川
代
の
Ⅲ
靴
と
紫
錐
一
八
大

居
た
が
、
然
し
此
の
折
納
に
於
い
て
も
物
価
が
低
落
し
て
居
れ
ば
そ
の
折
納
舳
も
そ
れ
丈
低
く
評
慨
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

註
一

か
ら
、
折
納
に
於
い
て
も
物
価
の
下
蒋
が
納
税
稀
の
負
推
を
亜
加
せ
し
む
る
こ
さ
に
於
い
て
は
愛
‐
り
無
か
つ
仁
い
で
あ
る
。

か
く
禁
銭
は
物
慨
の
低
落
を
通
じ
て
鵬
衆
の
生
活
を
雌
辿
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
か
ら
、
此
を
取
締
る
さ
い
も
」
ざ
は
比
衆

に
取
り
一
大
悪
政
た
る
を
失
は
、
す
、
從
っ
て
禁
銭
禁
止
令
の
民
衆
に
對
す
る
好
影
粋
は
至
大
で
あ
り
、
よ
っ
て
歴
刺
即
位

の
赦
文
中
に
一
要
項
ざ
し
て
並
べ
ら
れ
た
・
も
の
Ｅ
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
先
描
節
三
攻
、
即
ち
削
雑
・
禁
銭
激
化
の
時
期
に
就
い
て
読
明
を
袖
足
し
て
お
く
。
閉
雑
。
禁
銭
は
共
に
雨
税
法

前
後
よ
り
甚
し
く
な
つ
た
こ
Ｅ
が
史
料
に
微
せ
ら
れ
る
。
然
し
更
に
各
変
の
史
料
に
就
い
て
精
細
に
見
る
に
、
閉
雑
の
弊

注
二

は
己
に
開
元
年
間
に
見
え
、
禁
銭
禁
止
は
雨
税
法
創
設
以
後
に
於
い
て
初
め
て
現
れ
て
來
る
。
此
は
閉
糀
が
必
ず
し
も
税

法
に
開
係
な
さ
に
反
し
、
禁
銭
は
銭
納
制
た
る
雨
税
法
の
施
打
に
促
さ
れ
て
發
鵬
し
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
叉
閉
雑

が
開
元
年
間
に
史
料
に
現
れ
て
來
る
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
無
く
・
玄
米
の
軍
備
振
張
、
農
兵
制
よ
り
職
業
兵
制
へ
の
郷
化

等
に
よ
る
綴
食
そ
の
他
軍
我
の
著
増
が
結
肋
課
税
和
・
政
府
雑
買
棚
等
の
激
増
ご
な
り
、
地
方
各
逆
・
州
の
穀
が
益
糞
微

收
せ
ら
れ
る
こ
ゞ
乙
上
な
っ
た
鰯
、
地
方
政
臓
を
し
て
符
内
疋
食
主
義
の
朋
糀
を
行
は
し
む
る
に
至
っ
た
も
の
ど
思
は
れ

る
。
か
く
閉
雑
さ
禁
銭
さ
は
そ
の
山
來
す
る
事
怖
を
異
に
し
、
從
っ
て
そ
の
發
生
の
時
期
に
は
机
俄
の
附
き
（
開
元
初
年

ご
建
中
初
年
色
の
間
は
約
六
十
年
）
が
あ
る
が
、
然
し
そ
の
弊
の
著
し
く
な
つ
に
時
期
が
建
中
前
後
た
る
こ
き
に
於
墜
Ｌ

註
二

は
略
疫
一
致
す
る
。
そ
し
て
此
の
一
致
は
削
雑
及
び
禁
銭
の
椎
行
者
に
ろ
地
方
政
椛
が
藩
鋲
を
中
心
さ
し
て
此
の
頃
よ
り

弧
大
『
ご
な
り
、
跣
厄
す
る
に
至
っ
た
こ
さ
を
想
起
す
る
こ
に
よ
っ
て
そ
の
然
る
所
以
を
理
解
す
る
こ
さ
が
川
來
る
。

I
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閉
雑
さ
禁
銭
さ
は
上
述
の
如
き
諾
種
の
共
通
獣
笹
有
し
、
爲
に
此
を
聯
著
し
に
史
料
も
先
に
畢
示
せ
し
如
く
屡
凌
見
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
聯
書
の
史
料
は
粘
凌
も
す
れ
ば
吾
人
を
し
て
↑
剛
新
の
間
に
祁
互
依
存
關
係
が
存
し
て
ゐ
に

の
で
は
な
い
か
ご
の
感
を
抱
か
し
め
る
。
然
し
剛
新
の
間
の
祁
互
依
存
關
係
即
ち
閉
雑
を
行
ば
ん
が
爲
に
禁
嬢
の
並
打

を
必
要
ざ
し
、
又
は
禁
嬢
の
爲
に
閉
雑
を
必
粟
こ
す
る
が
如
き
祁
互
依
存
關
係
は
筆
者
の
考
察
の
範
凧
に
於
い
て
は
見
川

さ
れ
な
い
。
雨
若
の
發
生
事
怖
、
及
び
そ
の
時
期
を
異
に
し
て
ゐ
る
軸
よ
り
推
し
て
、
事
蛮
剛
粁
の
間
に
は
州
互
依
存
開

係
は
無
か
つ
に
も
の
さ
恩
は
れ
る
。
加
之
、
雨
若
の
並
行
に
は
却
っ
て
一
の
矛
盾
さ
へ
見
川
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
禁

銭
施
行
の
趣
旨
龍
る
銭
貨
の
管
内
保
有
両
巫
の
潤
浮
乙
云
ふ
槻
軸
よ
り
す
れ
ば
閉
雑
の
反
對
に
勅
燃
し
て
銭
撹
の
符
内
流
入

を
は
か
る
可
き
で
あ
り
、
又
剛
雑
の
趣
旨
に
ろ
管
内
在
穀
同
一
韮
の
潤
澤
な
る
鮎
よ
り
す
れ
ば
柊
率
銭
を
唆
し
て
穀
の
流
入
に
蓑

す
可
き
で
あ
り
、
“
雨
新
の
關
係
は
明
、
か
に
祁
互
依
存
に
非
寺
し
て
逆
の
排
反
關
係
を
成
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
か
く
慨
じ

來
れ
ぱ
、
本
稲
冒
頭
に
掲
げ
し
如
き
阻
糀
ご
禁
銭
ど
の
聯
記
聯
稲
の
史
料
は
そ
の
洲
互
依
存
の
開
係
に
於
い
て
生
れ
仁
も

の
で
は
な
く
、
剛
若
の
冊
に
於
け
る
数
多
の
共
通
乃
至
狐
似
性
に
曲
る
も
の
Ｅ
断
じ
て
誤
り
無
い
で
あ
ら
う
。

（
昭
和
十
二
年
十
月
稲
、
土
二
年
二
月
補
緬
、
七
月
将
補
稲
）

一

註

一
例
を
以
て
云
へ
ば
組
は
雨
税
法
創
雌
の
時
三
匹
を
以
て
一
説
丈
と
芥
仙
せ
ら
れ
た
の
が
、
砥
税
施
行
徒
は
一
批
丈
を
得
る
に
は
大

約
十
匹
の
紺
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
術
剛
税
法
と
物
価
と
の
州
係
は
別
に
群
論
し
凌
い
心
細
で
あ
る
か
ら
本
猫
で
は
考
誰
そ
の

他
詳
細
に
わ
た
る
鮎
に
は
一
切
蛎
れ
ざ
る
こ
と
と
し
た
・

勝
代
の
川
郷
と
紫
銭
一
八
七

４
．
口
全
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脾
代
の
川
剛
と
紫
錐
一
八
八

二
尤
も
無
銭
の
一
部
を
な
す
陥
彼
椎
税
は
巳
に
大
雁
六
年
（
西
勝
七
七
一
、
即
ち
雨
秘
法
創
没
の
九
年
前
）
に
史
籍
に
現
れ
て
ゐ
る

が
、
此
の
鮎
の
詳
細
な
る
批
明
は
税
法
、
殊
に
椎
枇
。
背
苅
賎
等
に
深
入
り
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
此
所
で
は
假
に
考
茶
外
に
牡

附
記

本
稿
は
帝
國
學
士
院
よ
り
の
奨
勵
余
受
領
に
係
る
唐
宋
時
代
手
形
紙
幣
等
發
逵
史
に
開
す
る
研
究
の
一
部
で
あ

る
。
勿
論
本
稲
は
手
形
そ
の
も
の
に
は
燗
れ
て
ゐ
な
い
が
、
本
稲
に
扱
ひ
し
禁
銭
は
手
形
ざ
密
接
に
聯
關
せ
る
問

題
で
、
唐
宋
の
手
形
研
究
に
は
そ
の
基
礎
さ
し
て
禁
銭
研
究
の
必
要
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

ノ
、
こ
‐
と
Ｌ
１
〕
弗
娼
０
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ノ
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